


アートフェアアジア福岡2019
この度は、ART FAIR ASIA FUKUOKA 2019にお越しくだいましてありがとうございま

す。お陰さまで、私どもの主催するアートフェアも今年で5回⽬を迎えます。今年は新たな

会場として福岡三越三越ギャラリーが加わり、従来の会場であるホテルオークラ福岡と併

せ国内外より62ギャラリーが参加する⻄⽇本最⼤規模のアートフェアへと成⻑いたしまし

た。これもお客さまや参加ギャラリー、関係者をはじめとする皆様のご理解ご協⼒があっ

たからです。⼼より感謝申し上げます。

アートフェアは世界の主要都市で毎年開催されるアート界最⼤の祭典であり、開催都市の

魅⼒も含めて世界に発信できるイベントです。私どもはアートの⼒で福岡の地がより良く

発展していく姿を求めています。 

「アートを⾝近に、アートを⽇常に。」

「ART for ALL」

限りないアートの可能性を信じて。 

 



ART FAIR ASIA福岡2019が盛⼤に開催されますこと
を⼼からお慶び申し上げます。ART FAIR ASIA実⾏委
員会は、「アートをもっと⾝近に感じ」、「アートを

愉しむ⼼に⽬覚め」、「アートが⽇常の中に溶け込む

豊かさを体験していただける」機会を作ることを⽬的

に2015年に設⽴されて以来、本祭典の開催を通じ本県
の芸術⽂化の振興に⼤きく貢献していただいており、

深く敬意を表します。本祭展では、国内外のギャラリ

ーが出展し、ギャラリストたちが独⾃の審美眼で選び

抜いた絵画や彫刻など多彩な作品が⼀堂に展⽰されま

す。また、関連企画である新⼈作家公募展「AFAF
AWARDS 2019」では、新たな才能の発掘と育成にも
取り組まれています。年々来場者も増加し、今回は2
会場で開催されるなど規模も拡⼤しています。芸術⽂

化は、⼈々の⼼を豊かにし、潤いと活⼒に満ちた地域

社会を実現するために⼤変重要なものです。県では、

誰もが多様な⽂化や芸術に親しみ、楽しめる社会の実

現を⽬指し、「ふくおか県⺠⽂化祭」の開催などを通

じて、芸術⽂化の振興に取り組んでいます。今後と

も、皆さまのご⽀援とご協⼒をお願いいたします。本

祭典が福岡県と世界をつなぐ架け橋として、さらに発

展していくことを祈念するとともに、ART FAIR ASIA
実⾏委員会および関係の皆さまの今後ますますのご活

躍とご発展をお祈り申し上げます。

「ART FAIR ASIA」 が、第5回⽬となる今年も盛⼤に
開催されますことを、⼼からお喜び申し上げます。ホ

テルの客室を展⽰会場として利⽤するという、⾮常に

ユニークかつ意欲的な取り組みを続けている本イベン

トには、現代アートシーンをリードする国内外のギャ

ラリーが集結するほか、関連企画として来場者も投票

で     参加できる新⼈作家公募展「AFAF AWARDS」が
開催されるなど、アートを⾝近に感じ、アートを愉し

む⼼を⽬覚めさせる絶好の機会となるフェアと伺って

おります。福岡市では、さまざまな⽂化芸術事業を通

して、活気にあふれ、多彩な⼈々が集うまちづくりを

⽬指しています。今後も、⽂化芸術を振興する取り組

みを進めてまいりますので、引き続き皆様のご⽀援と

ご協⼒をお願い申し上げます。結びに、ART FAIR
ASIA実⾏委員会のご発展と皆様のご活躍を祈念いたし
まして、お祝いの⾔葉といたします。   



⽇                    程         
会                    場
 
 
⼊        場        料
出展ギャラリー

来 場 者 数 名

会期中取引額

協  賛  企  業
後  援  団  体
協  ⼒  団  体

⼀般公開  9⽉5⽇(⽊)、9⽉6⽇(⾦)  、9⽉7⽇(⼟)、9⽉8⽇(⽇)      
福岡三越９階＝「三越ギャラリー」

ホテルオークラ福岡９階フロア（１階ロビーに特設ブース設置）

茅乃舎博多リバレイン店（サテライト展⽰）

1DAYパスポート(当⽇) 1,500円(税込)/フリーパスポート3,000円(税込)
62軒(国内56軒、海外6軒)
5,370⼈
5,490万円
20
18
11

実  ⾏  委  員  ⻑
副   委   員   ⻑
エグゼクティブディレクター

実   ⾏   委   員
 

森⽥俊⼀郎   Gallery MORYTA・福岡
阿 部 和 宣  み ぞ え 画 廊 ・ 福 岡
⾹ ⽉ ⼈ 美  画 廊 ⾹ ⽉ ・ 東 京
⽯ 橋 ⾼ 基  K O K I  A R T S ・ 東 京
 



天 野 画 廊

 
A s i a H u e s
 
B A B I S O N G  G a l l e r y
 
C A I現代芸術研究所 / C A I 0 2
 
ギ ャ ラ リ ー シ ル ク ロ

 
: b  A r t s （ C O L O N B
A R T S ）
 
クリエイティブ  スペース  ハヤシ
 
D K A R T E  g a l l e r y
 
G A L L E R Y  A P A
 
ギ ャ ラ リ ー ア ー ト も り も と

 
G A L L E R Y  C L A S S
 
G A L L E R Y  C L E F
 
ギ ャ ラ リ ー  E M
 
ギ ャ ラ リ ー ⽩

 
ギ ャ ラ リ ー 広 ⽥ 美 術

ホテルオークラ福岡9階

ギ ャ ラ リ ー ⾵

 
画 廊 ⾹ ⽉

 
G A L L E R Y  ⾨ ⾺
 
ギ ャ ラ リ ー モ リ タ

 
な か お 画 廊

 
G A L L E R Y  S O A P
 
G A L L E R Y  T A R G E T
 
G A L L E R Y ⿓ 屋
 
g a l l e r y  U G
 
G A L L E R Y  Z E R O
 
g e k i l i n .
 
H R D + O N W
 
⽊ 之 庄 企 畫

 
M A R U E I D O  J A P A N
 
み さ き 画 廊

福岡三越9階 � =「三越ギャラリー」

ミ ヅ マ ア ー ト ギ ャ ラ リ ー

 
n a p  g a l l e r y
 
ルーニィ・２４７ファインアーツ

 
3 t a 2  g a l l e r y
 
春 ⾵ 洞 画 廊

 
⽥ 中 美 術

 
と き の 忘 れ も の

 
U s p a c e  G a l l e r y

A F - L A B O
 
芦 屋 画 廊 k y o t o
 
コ ン テ ン ポ ラ リ ー ヘ イ ズ

 
F a b r i k  G a l l e r y
 
ギ ャ ラ リ ー セ ラ ー

 
G a l l e r y  I R R I T U M  T o k y o
 
⽯ 川 画 廊

 
⼩ 林 画 廊

 
G A L L E R Y  K O G U R E
 
画 廊 く に ま つ ⻘ ⼭

 
G a l l e r y  S e e k
 
翠 波 画 廊

 
福 岡 ⽇ 動 画 廊

 
⼋ ⽝ 堂

 
K A N A  K A W A N I S H I  G A L L E R Y

川 ⽥ 画 廊

 
K O K I  A R T S
 
み ん な の ギ ャ ラ リ ー

 
み ぞ え 画 廊

 
名 古 屋 画 廊

 
N i i  F i n e  A r t s
 
ロ イ ド ワ ー ク ス ギ ャ ラ リ ー

 
S Y S T E M A  G A L L E R Y
 
ザ ・ ト ー ル マ ン  コ レ ク シ ョ ン



寺 ⽥ 倉 庫 / T E R R A D A  A R T  A S S I S T  株 式 会 社 （ 特 別 協 賛 ）
福 岡 銀 ⾏ / 九 州 電 ⼒ 株 式 会 社 / 株 式 会 社 Q T n e t / ト ヨ タ ⾃ 動 ⾞ 九 州 株 式 会 社 / 野 村 證 券 株 式 会 社 /   ⻄ ⽇ 本 鉄 道 株 式 会 社 / ⾼ 橋 酒 造 株 式 会
社 / 株 式 会 社 バ ス コ / 株 式 会 社 ブ ラ ン ド ツ ー ル /   プ リ ム ス 株 式 会 社 / K I R I N / 新 潟 銘 醸 株 式 会 社 / 株 式 会 社 グ ラ フ ィ ッ ク / 三 井 ⾷ 品 株 式 会
社 /   み ぞ え グ ル ー プ / 株 式 会 社 T O D O R O K I / ホ ル ベ イ ン 画 材 株 式 会 社 /   九 州 画 材 額 縁 商 連 会 合 / 株 式 会 社 ク サ カ ベ
 
 
 
 
b e y o n d 2 0 2 0 / 福 岡 県 / 福 岡 市 / 福 岡 市 教 育 委 員 会 / 福 岡 市 ⽂ 化 芸 術 振 興 財 団 （ 公 財 ） /   福 岡 観 光 コ ン ベ ン シ ョ ン ビ ュ ー ロ ー ( 公 財 ) / ⻄
⽇ 本 新 聞 社 / T N C テ レ ビ ⻄ ⽇ 本 / F B S 福 岡 放 送 /   K B C 九 州 朝 ⽇ 放 送 / R K B 毎 ⽇ 放 送 / T V Q 九 州 放 送 / 福 岡 商 ⼯ 会 議 所 / ( 公 財 ） 九 州 経 済 調
査 協 会 B I Z C O L I /   駐 福 岡 ⼤ 韓 ⺠ 国 総 領 事 館 / イ ス ラ エ ル ⼤ 使 館 / 台 北 駐 福 岡 経 済 ⽂ 化 弁 事 処 / F U K U O K A N O W
 
 
 
 
 
 
 
O N E  P I E C E  C L U B / ア ー ト の あ る 暮 ら し 協 会 / A R T B A S E  8 8 / N A K A S U  J A Z Z /   福 博 ツ ナ グ ⽂ 藝 社 / 三 菱 地 所 ア ル テ ィ ア ム / イ タ
リ ア 会 館 福 岡 /   N P O 法 ⼈ テ ィ エ ン ポ ・ イ べ ロ ア メ リ カ ー ノ / 博 多 リ バ レ イ ン モ ー ル / 株 式 会 社 久 原 本 家 /   全 ⽇ 本 空 輸
 





2015 2016 2017 2018 2019

 2K

3K

4K

5K

来場者��

6K

7K開� 事業� 開�年⽉
��ギャラリー

（国内/��）
来場者 �場

１st                                                     

2nd

3rd

4th

5th

ART FAIR ASIA FUKUOKA 2015                                                     

ART FAIR ASIA FUKUOKA 2016                                                     

ART FAIR ASIA FUKUOKA 2017                                                     

ART FAIR ASIA FUKUOKA 2018                                                     

ART FAIR ASIA FUKUOKA 2019                                                     

2015年9⽉                                                     

2016年9⽉                                                     

2017年9⽉                                                     

2018年9⽉                                                     

2019年9⽉                                                     

27(26/1)                                                     

38(36/2)                                                     

37(31/6)                                                     

37(31/6)                                                     

62(56/6)                                                     

2,200                                                     

2,300                                                     

2,503                                                     

2,606                                                    

5370

ソラリア⻄�ホテル��                                                     

ホテルオークラ��

ホテルオークラ��

ホテルオークラ��

ホテルオークラ��

��三�





プレイベント

「�世界のエリートは美意識を⾼めろ」 「美術⼿帖が読み直す、福岡とアート」
山 口 周 講 演 会 （ 福 岡 、 熊 本 ） 田 尾 圭 一 郎 / 美 術 出 版 社 「 美 術 手 帖 」 ユ ニ ッ ト  ビ ジ ネ ス ソ リ ュ

ー シ ョ ン 部  ×  香 月 人 美 / A R T  F A I R  A S I A  E x e c u t i v e
D i r e c t o r ・ 朗 読 者 ・ 画 廊 香 月 C E O

世 界 の エ リ ー ト は な ぜ 「 美 意 識 」 を 鍛 え る の か ？ 経 営 に お け る
「 ア ー ト 」 と 「 サ イ エ ン ス 」
 
2 0 1 9 年 7 月 1 3 日 （ 土 ） 福 岡 市 美 術 館 　 来 場 者 2 0 0 名 　  
2 0 1 9 年 7 月 1 4 日 （ 日 ） 熊 本 リ ト ル ス タ ー ホ ー ル 　 来 場 者 1 1 0 名
 
 
山 口 周      1 9 7 0 年 東 京 都 生 ま れ 。 慶 應 義 塾 大 学 文 学 部 哲 学 科 卒
業 、 同 大 学 院 文 学 研 究 科 美 学 美 術 史 学 専 攻 修 士 課 程 終 了 。 電 通 、
ボ ス ト ン ・ コ ン サ ル テ ィ ン グ ・ グ ル ー プ 等 を 経 て 、 組 織 開 発 ・ 人
材 育 成 を 専 門 と す る コ ー ン ・ フ ェ リ ー ・ ヘ イ グ ル ー プ に 参 画 。 現
在 、 同 社 の シ ニ ア ク ラ イ ア ン ト ・ パ ー ト ナ ー 。 専 門 は イ ノ ベ ー シ
ョ ン 、 組 織 開 発 、 人 材 / リ ー ダ ー シ ッ プ 育 成 、 キ ャ リ ア 開 発 。 著 書
に 『 グ ー グ ル に 勝 つ 広 告 モ デ ル 』 『 天 職 は 寝 て 待 て 』 『 武 器 に な
る 哲 学 』 『 劣 化 す る オ ッ サ ン 社 会 の 処 方 箋 』 他 。 『 世 界 の エ リ ー
ト は な ぜ 「 美 意 識 」 を 鍛 え る の か ？ 』 で ビ ジ ネ ス 書 大 賞 2 0 1 8 準 大
賞 を 受 賞 。

世 界 の ア ー ト と 日 本 の ア ー ト
ア ー テ ィ ス ト の 可 能 性
ア ー ト フ ェ ア が 福 岡 で 行 わ れ る 意 義
 
2 0 1 9 年 8 月 4 日 （ 日 ） 福 岡 市 美 術 館
 
田 尾  圭 一 郎      美 術 出 版 社 「 美 術 手 帖 」 ユ ニ ッ ト 　 ビ ジ ネ ス ソ
リ ュ ー シ ョ ン 雑 誌 ・ 書 籍 の 編 集 、 展 示 企 画 、 地 域 芸 術 祭 の 広 報
支 援 、 ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト の 企 画 な ど に 携 わ る 。
 
香 月 人 美      朗 読 者 ・ ギ ャ ラ リ ス ト ・ ア ー ト デ ィ レ ク タ ー 福 岡
生 ま れ 。 1 9 9 1 年  福 岡 市 に 《 画 廊 香 月 》 開 設 。 美 術 、 音 楽 、
詩 、 舞 踏 、 異 分 野 の 芸 術 家 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン が 注 目 浴 び る
。 2 0 1 1 年  銀 座 に 《 画 廊 香 月 》 開 設 。 2 0 1 6 年 ア ー ト フ ェ ア ア ジ
ア の エ グ ゼ ク テ ィ ブ デ ィ レ ク タ ー に 就 任 。 東 京 都 在 住 。



３⽇間連続 開催記念プレミアムイベント

「コレクター宮津⼤輔⽒と廻る！アート
フェアアジア福岡の楽しみ⽅」

「⽂化が創る新しい経済圏︓福岡の先
進性再認識と将来に向けた発展」

宮 津 大 輔 ギ ャ ラ リ ー ツ ア ー
登 壇 者  宮 津 大 輔
聞き手  阿部和宣/アートフェアアジア実行委員会 副委員長　

宮 津 大 輔 × 榎 本 二 郎 講 演 会
話 し 手   宮 津 大 輔
           榎 本 二 郎 / 株 式 会 社 Z e r o - T e n  代 表 取 締 役
聞 き 手    西 山 健 太 郎 / ア ー ト フ ェ ア ア ジ ア 福 岡  広 報 デ ィ レ ク タ ー
 

2 0 1 9 年 9 月 6 日 （ 金 ） 1 8 : 3 0  -  1 9 : 1 5 　
福 岡 三 越 ９ 階 ＝ 「 三 越 ギ ャ ラ リ ー 」
 
 
現 代 ア ー ト コ レ ク タ ー と し て 著 名 な 宮 津 大 輔 氏 が 自 身 の コ レ ク シ
ョ ン の 軌 跡 、 世 界 の ア ー ト フ ェ ア の 最 新 情 報 、 ア ー ト フ ェ ア の 見
方 、 今 注 目 の ア ー テ ィ ス ト な ど を 語 り ま す 。 そ の 後 、 出 展 ギ ャ ラ
リ ー 各 ブ ー ス を 、 解 説 を 交 え な が ら ご 案 内 し ま す 。
 
宮 津 大 輔        1 9 6 3 年 東 京 都 出 身 。 広 告 代 理 店 、 上 場 企 業 の 広
報 、 人 事 管 理 職 を 経 て 現 職 。 1 9 9 4 年 以 来 、 企 業 に 勤 め な が ら 収 集
し た コ レ ク シ ョ ン や ア ー テ ィ ス ト と 共 同 で 建 設 し た 自 宅 が 、 国 内
外 で 広 く 紹 介 さ れ る 。 2 0 1 1 年 7 ～ 9 月 に は 台 北 當 代 藝 術 館 （ 台
湾 ・ 台 北 ） で 全 館 を 使 用 し た 大 規 模 な コ レ ク シ ョ ン 展  が 開 催 さ れ
た 。
文 化 庁 「 現 代 美 術 の 海 外 発 信 に 関 す る 検 討 会 議 」 委 員 、 「 A s i a n
A r t  A w a r d  2 0 1 7 」  審 査 員 等 を 歴 任 。  
著 書 に 『 ア ー ト × テ ク ノ ロ ジ ー の 時 代 』 『 現 代 ア ー ト 経 済 学 』 ( 以
上 、 光 文 社 新 書 ) や 『 現 代 ア ー ト  を 買 お う ！ 』 （ 集 英 社 新 書 / 中
国 ・ 金 城 出 版 / 台 湾 ・ U n i  B o o k s / 韓 国 ・ A r t B o o k s ） 等 が あ る 。

2 0 1 9 年 9 月 7 日 ( 土 ) 　 1 3 : 3 0  -  1 5 : 0 0 　
福 岡 ア ジ ア 美 術 館 ８ 階  あ じ び ホ ー ル
 
 
今 や 伝 説 と な っ た 四 島 コ レ ク シ ョ ン 、 そ し て 福 岡 ア ジ ア 美 術 館
開 館 や ミ ュ ー ジ ア ム シ テ ィ 天 神 な ど 、 ⽂ 化 が ト リ ガ ー と な り 創
出 さ れ た 福 岡 市 を 中 核 と す る 経 済 圏 が 、 ⽇ 本 の み な ら ず ア ジ ア
地 域 に 及 ぼ し た 影 響 は 計 り 知 れ ま せ ん 。 そ の 先 進 性 を 当 事 者 の
証 ⾔ で 振 り 返 る と 共 に 、 こ う し た 試 み が 早 過 ぎ た が 故 に 、 開 始
当 初 の 状 態 を 維 持 し て い く こ と の 難 し さ を 、 如 何 に 解 決 す べ き
か を 探 り ま す 。 更 に は 、 福 岡 市 美 術 館 の P F I  に よ る リ ニ ュ ー ア
ル や ア ー ト フ ェ ア ア ジ ア 福 岡 の 開 催 等 に よ る 今 後 の 展 望 に つ い
て も 、 来 場 さ れ た 皆 さ ん と 共 に 考 え て い き ま す 。
 
榎 本 二 郎 　 　 福 岡 県 出 身 ・ 1 9 7 8 年 生 ま れ 。 早 稲 田 大 学 理 工 学
部 入 学 後 、 2 0 0 2 年 ニ ュ ー ヨ ー ク 工 科 大 学 へ 編 入 し 卒 業 。 米 国
で 映 像 制 作 に 携 わ る 。 2 0 1 1 年 に 映 像 や イ ベ ン ト 企 画 運 営 ・ ウ
ェ ブ 制 作 等 を 行 う 株 式 会 社 Z e r o - T e n を 立 ち 上 げ 、 現 職 。 2 0 1 6
年 、 新 し い チ ー ム の 作 り 方 と 大 き な 仕 事 づ く り を 可 能 に す る プ
ロ ジ ェ ク ト 創 生 型 ワ ー ク ス ペ ー ス ＆ コ ミ ュ ニ テ ィ 『 T h e
C o m p a n y 』 を 開 業 し 、 現 在 国 内 ４ 拠 点 、 海 外 ５ 拠 点 に 展 開
中 。 自 身 の 初 長 編 映 画 監 督 作 品 は 、 2 0 1 8 年 モ ナ コ 国 際 映 画 祭
に て グ ラ ン プ リ を 受 賞 。 　 　 　

「現代アート経済学︓⾒通しが利かない、変化
の激しい時代を現代アートでロジカルに読む」

2 0 1 9 年 9 月 8 日 ( 日 ) 　 1 3 : 3 0  -  1 5 : 0 0 　
福 岡 ア ジ ア 美 術 館 ８ 階  あ じ び ホ ー ル
 
 
な ぜ 、 ダ ヴ ィ ン チ の キ リ ス ト 像 を 、 イ ス ラ ム 教 徒 が 5 0 8 億 円 で
落 札 す る の か ? テ ロ が 横 行 し て い た 、 独 立 気 風 の 高 い バ ス ク 地
方 を 変 え た も の は 何 か ? 人 工 知 能 の 支 配 か ら 、 人 類 が 逃 れ る た
め に 最 も 重 要 な 思 考 と は ? こ の 世 に 存 在 し な い ボ ー カ ロ イ ド
を 、 ク ロ ー ン で 創 り 出 す こ と は 可 能 か ? こ れ ら の 問 題 を 解 く キ
ー に な っ て い る の は 、 全 て 現 代 ア ー ト で す 。 ア ー ト と 政 治 、 経
済 、 社 会 と の 関 係 を 豊 富 な 事 例 と 共 に 、 他 視 点 か ら 紐 解 き ま
す 。 ま た 、 皆 さ ん が 「 あ っ て 、 な い よ う な も の 」 と 誤 解 し て い
る ア ー ト 作 品 の 価 格 に つ い て も 、 ど の よ う に 形 成 さ れ て い る の
か ? そ の 仕 組 み を ロ ジ カ ル 且 つ 定 量 的 に 、 そ し て わ か り や す く
解 説 し ま す 。

宮 津 大 輔 講 演 会
話 し 手   宮 津 大 輔
           
聞 き 手    西 山 健 太 郎 / ア ー ト フ ェ ア ア ジ ア 福 岡  広 報 デ ィ レ ク タ ー
 



西 村 涼   /   京 都 府  遊 離 2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小 島 拓 朗   /   福 岡 県  u n t i t l e d

新⼈作家公募展「AFAF�AWARDS�2019」

A R T  F A I R  A S I A  F U K U O K A  2 0 1 9 ( 以 下 、 A F A F  2 0 1 9 ) で は 「 A F A F
A W A R D S 2 0 1 9 」 と 題 し 、 A F A F  2 0 1 9 の 関 連 企 画 と し て 新 人 作 家 発 掘 を 目 的 と し
た 公 募 展 を 開 催 し ま し た 。  A F A F  2 0 1 9 に 出 展 す る 全 ギ ャ ラ リ ー に よ り 選 ば れ た 出
展 作 品 （ 入 選 ） を 決 定 し 、 フ ェ ア 会 期 中 に 福 岡 ア ジ ア 美 術 館 会 場 に 展 示 し ま し
た 。 大 賞 一 名 、 準 大 賞 二 名 は 、 レ セ プ シ ョ ン パ ー テ ィ に て 発 表 、 授 賞 式 を 行 な い
ま し た 。
ま た 併 せ て 会 場 内 に て 特 別 展 示 と し て 、 過 去 入 賞 者 の 作 品 展 示 を 同 時 開 催 い た し
ま し た 。
 
 
協 賛 会 社   ホ ル ベ イ ン 画 材 株 式 会 社 / 　 九 州 画 材 額 縁 商 連 会 合 / 株 式 会 社 ク サ カ ベ

アートフェアアジア福岡⼤賞

井 口 麻 未   /   福 岡 県 「 ブ ロ ッ コ リ ー 島 」



A R T  F A I R  A S I A  F U K U O K A  2 0 1 9 で は 、 9  月  8 日  (  金  )  夜 、 グ ラ ナ ダ ス ィ ー ト 福 岡  1 2  階  に て 参 加 ギ ャ ラ リ ー と 出 展 作 家 、 関 係 各 所 招 待 者 と プ レ ス 関 係 者 、 福 岡
市 の 行 政 ・ 政 財 界 の 関 係 者  (  約  1 8 0  名  )  対 象 と し て レ セ プ シ ョ ン パ ー テ ィ を 開 催 。 開 会 式 に 先 立 ち 、 実 行 委 員 長 ・ 森 田 俊 一 郎 に よ る 挨 拶 、  博 多 港 ふ 頭 株 式 会 社  代
表 取 締 役 社 長  中 園  政 直 氏 の ご 発 声 に よ る 乾 杯 、 出 展 ギ ャ ラ リ ー ・ 協 賛 企 業 の 紹 介 を 行 い ま し た 。 そ し て 、 A R T  F A I R  A S I A  A W A R D S の 授 賞 式 も 行 い 、 大 賞 ・ 準 大
賞 授 賞 者 へ 副 賞 を 贈 呈 し ま し た 。 実 行 委 員 会 に よ り 受 賞 者 を ギ ャ ラ リ ス ト へ 紹 介 い た し ま し た 。
最 後 は 福 岡 市 議 会 議 員 ・ 橋 田 和 義 に よ る 博 多 手 一 本 で 福 岡 ら し い 演 出 と な り ま し た 。

実 行 委 員 長   森 田 俊 一 郎 ���ふ頭株式�� 代������ / 元副�� 中�政�

日    時 　     2 0 1 9 年 9 月 6 日 （ 金 ） 2 0 : 3 0 〜 2 2 : 0 0
会    場 　     グ ラ ナ ダ ス ィ ー ト 福 岡  1 2 F
 
乾     杯         博多港ふ頭株式会社 代表取締役社長 中園 政直氏 
博多手一本   福岡市議会議員       橋田和義氏
 
登 壇 者        実行委員長   森田俊一郎 ( ギャラリーモリタ )
                     エグゼクティブディレクター  香月人美 ( 画廊香月 )
                     副委員長  阿部和宜 ( みぞえ画廊 )
 
司     会         西山健太郎(福博ツナグ舎)



R K B 毎 日 放 送 、 T N C テ レ ビ 西 日 本 、 K B C 九 州 朝 日 放 送 、 T V Q 九 州 放 送 、 F B S 福 岡 放 送 、 西 日 本
新 聞 、 読 売 新 聞 、 K B C ラ ジ オ 、 L O V E  F M 、 F M  福 岡 、 月 刊 ア ー ト コ レ ク タ ー ズ 等



�⽣、��員、主�、それぞれ��は別の
立場を持った�が��６０��上

ボランティアとして�場��、プレイベントの開�、事�局作業のお

⼿�いなどをしていただきました。アートフェアアジア��の開�

は、「アートに�わりたい」「アートを�じて��を盛り上げたい」

と�うボランティアさんの��に�えられています。

�年は�州�業⼤�、���内の�つの⼤�のインターン⽣にもお⼿

�いいただきました。



現代アートに��う�動が得られる

�別な時間と�間

��とも⼀�ご�援ご鞭�賜りますよう何�よろしくお願い申し上げます。

ART FOR ALL


